
 

    

 

 

A.  研究目的

 肺静脈閉塞症（

学的所見を究明するために、

近縁病態の剖検肺観察を通じ、

抽出し、

 

B.  研究方法

 PVOD

観察を行い

 

(倫理面への配慮

 症例の匿名化を図り、個人情報保全を期す

 
C. 研究結果

60歳代

腿浮腫、陰嚢水腫を認め

心嚢水貯留、肺高血圧が認められ、

介受診。

90/60mmHg

拍出量3.8

影CTで血栓塞栓症は否定的（図１）

炎症反応

及びDIC

に呼吸状態が悪化し、逝去された。

研究要旨

肺静脈閉塞を

似のものなのか、二次的静脈変化であるのか、あるいは、老化などに

例を集積して検討する必要があると考えられた。

厚生労働科学研究費補助金

肺静脈閉塞症（

    研究

研究目的 

肺静脈閉塞症（PVOD

学的所見を究明するために、

近縁病態の剖検肺観察を通じ、

抽出し、PVODの診断基準確立に寄与する。

研究方法 

PVOD剖検例肺について、肉眼

観察を行い、その病理形態学

倫理面への配慮) 

症例の匿名化を図り、個人情報保全を期す

研究結果 

代、男性。糖尿病の病歴あり。喫煙者。

浮腫、陰嚢水腫を認め

心嚢水貯留、肺高血圧が認められ、

介受診。心カテーテル検査では、

90/60mmHg、中心静脈圧

3.8で、肺動脈高血圧症と診断された。

で血栓塞栓症は否定的（図１）

炎症反応上昇、DIC の併発が認められた。敗血症

DICと判断され加療が行われた。入院

に呼吸状態が悪化し、逝去された。

研究要旨 

肺静脈閉塞を伴う肺動脈炎症例を解析した

似のものなのか、二次的静脈変化であるのか、あるいは、老化などに

例を集積して検討する必要があると考えられた。

科学研究費補助金

肺静脈閉塞症（PVOD

研究分担者  岡

PVOD）の病態および病理形態

学的所見を究明するために、PVOD

近縁病態の剖検肺観察を通じ、病理形態的特徴を

の診断基準確立に寄与する。

について、肉眼観察、組織標本

その病理形態学的特徴を見出す。

症例の匿名化を図り、個人情報保全を期す

。糖尿病の病歴あり。喫煙者。

浮腫、陰嚢水腫を認め、近医受診。

心嚢水貯留、肺高血圧が認められ、

カテーテル検査では、

、中心静脈圧13㎜Hg、心係数

で、肺動脈高血圧症と診断された。

で血栓塞栓症は否定的（図１）

の併発が認められた。敗血症

加療が行われた。入院

に呼吸状態が悪化し、逝去された。

肺動脈炎症例を解析した

似のものなのか、二次的静脈変化であるのか、あるいは、老化などに

例を集積して検討する必要があると考えられた。

科学研究費補助金 難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患克服研究事業）

分担

PVOD）の診断基準確立と治療方針作成のための統合研究

岡 輝明 公立学校共済組合

）の病態および病理形態

PVODあるいはその

病理形態的特徴を

の診断基準確立に寄与する。 

観察、組織標本

的特徴を見出す。

症例の匿名化を図り、個人情報保全を期す。

。糖尿病の病歴あり。喫煙者。

受診。心エコーで

心嚢水貯留、肺高血圧が認められ、精査のため紹

カテーテル検査では、肺動脈圧

、心係数1.8、心

で、肺動脈高血圧症と診断された。

で血栓塞栓症は否定的（図１）。同日、発熱、

の併発が認められた。敗血症

加療が行われた。入院6日目

に呼吸状態が悪化し、逝去された。 

 

肺動脈炎症例を解析した。

似のものなのか、二次的静脈変化であるのか、あるいは、老化などに

例を集積して検討する必要があると考えられた。

- 24 - 

難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患克服研究事業）

分担研究報告書

）の診断基準確立と治療方針作成のための統合研究

公立学校共済組合

 

 
 
 

）の病態および病理形態

あるいはその

病理形態的特徴を

 

観察、組織標本

的特徴を見出す。 

。 

。糖尿病の病歴あり。喫煙者。下

心エコーで

精査のため紹

肺動脈圧

、心

で、肺動脈高血圧症と診断された。造

同日、発熱、

の併発が認められた。敗血症

日目

。このような病変が骨髄移植や膠原病に

似のものなのか、二次的静脈変化であるのか、あるいは、老化などに

例を集積して検討する必要があると考えられた。 

 

難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患克服研究事業）

研究報告書 

）の診断基準確立と治療方針作成のための統合研究

公立学校共済組合 関東中央病院

図１：入院時胸部

剖検肺の血管病変はかなり複雑で、肺動脈に関

して、中枢側では泡沫細胞集簇を伴う高度の内膜

線維性肥厚および分節状の中膜破壊と肉芽種形成、

一方で末梢肺動脈では内膜肥

肺静脈に関しては、巣状のうっ血病変が散在し、

同部では肺胞毛細血管の限局性のうっ血像があり、

その流域の小静脈で内膜肥厚が観察された。

血管病変は capillary hemagiomatosis

見であった（図２）

間間質から小葉内に入る部分に病変が存在し、そ

れよりも細い静脈に観察された。この肺静脈

化は加齢によっても生じ、個体差がみられると認

識されている

っ血領域に一致して観察され、本例に特有

と考えられた。また、肺動脈病変は高安動脈炎の

可能性が示唆されたがさらなる検討が必要と思わ

れた。心臓は高度の右室肥大を示していた。

図２：剖検肺組織。上段は

染色。 

 

D. 考察 

このような病変が骨髄移植や膠原病に

似のものなのか、二次的静脈変化であるのか、あるいは、老化などに伴う

難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患克服研究事業）

）の診断基準確立と治療方針作成のための統合研究

関東中央病院 病理科

入院時胸部CT画像

剖検肺の血管病変はかなり複雑で、肺動脈に関

して、中枢側では泡沫細胞集簇を伴う高度の内膜

線維性肥厚および分節状の中膜破壊と肉芽種形成、

一方で末梢肺動脈では内膜肥

肺静脈に関しては、巣状のうっ血病変が散在し、

部では肺胞毛細血管の限局性のうっ血像があり、

その流域の小静脈で内膜肥厚が観察された。

capillary hemagiomatosis

（図２）。肺静脈病変は、主として小葉

間間質から小葉内に入る部分に病変が存在し、そ

れよりも細い静脈に観察された。この肺静脈

化は加齢によっても生じ、個体差がみられると認

いるが、本例では巣状の肺胞毛細血管う

っ血領域に一致して観察され、本例に特有

と考えられた。また、肺動脈病変は高安動脈炎の

可能性が示唆されたがさらなる検討が必要と思わ

。心臓は高度の右室肥大を示していた。

図２：剖検肺組織。上段は

このような病変が骨髄移植や膠原病に

伴う変化であるのかなど、更に症

難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患克服研究事業） 

）の診断基準確立と治療方針作成のための統合研究 

病理科 部長 

画像 

剖検肺の血管病変はかなり複雑で、肺動脈に関

して、中枢側では泡沫細胞集簇を伴う高度の内膜

線維性肥厚および分節状の中膜破壊と肉芽種形成、

一方で末梢肺動脈では内膜肥厚は軽度であった。

肺静脈に関しては、巣状のうっ血病変が散在し、

部では肺胞毛細血管の限局性のうっ血像があり、

その流域の小静脈で内膜肥厚が観察された。

capillary hemagiomatosis

。肺静脈病変は、主として小葉

間間質から小葉内に入る部分に病変が存在し、そ

れよりも細い静脈に観察された。この肺静脈

化は加齢によっても生じ、個体差がみられると認

が、本例では巣状の肺胞毛細血管う

っ血領域に一致して観察され、本例に特有

と考えられた。また、肺動脈病変は高安動脈炎の

可能性が示唆されたがさらなる検討が必要と思わ

。心臓は高度の右室肥大を示していた。

図２：剖検肺組織。上段はHE染色、下段は

このような病変が骨髄移植や膠原病に伴う肺静脈病変と類

変化であるのかなど、更に症

 

 

剖検肺の血管病変はかなり複雑で、肺動脈に関

して、中枢側では泡沫細胞集簇を伴う高度の内膜

線維性肥厚および分節状の中膜破壊と肉芽種形成、

厚は軽度であった。

肺静脈に関しては、巣状のうっ血病変が散在し、

部では肺胞毛細血管の限局性のうっ血像があり、

その流域の小静脈で内膜肥厚が観察された。毛細

capillary hemagiomatosis 類似の所

。肺静脈病変は、主として小葉

間間質から小葉内に入る部分に病変が存在し、そ

れよりも細い静脈に観察された。この肺静脈へ変

化は加齢によっても生じ、個体差がみられると認

が、本例では巣状の肺胞毛細血管う

っ血領域に一致して観察され、本例に特有の病変

と考えられた。また、肺動脈病変は高安動脈炎の

可能性が示唆されたがさらなる検討が必要と思わ

。心臓は高度の右室肥大を示していた。 

染色、下段はEvG

肺静脈病変と類

変化であるのかなど、更に症

 

 



- 25 - 
 

 本例における肺高血圧の成因には2つの要素が

考えられ、主な要因は太い肺動脈における動脈炎

とそれに伴うと考えられる高度の内膜肥厚である

と推測されるが、もう一方で小肺静脈の病変は肺

静脈閉塞（あるいは狭窄）と考えられ、肺高血圧

の重要な要因と判断される。現時点でこのような

静脈病変の肺静脈閉塞症における位置づけは明確

になっていない。また、このような病変が老化や

個体差として過小評価されている可能性もあろう。 

 

E. 結論 

 肺静脈閉塞を伴う肺動脈炎症例を解析した。こ

のような病変が骨髄移植や膠原病に伴う肺静脈病

変と類似のものなのか、二次的静脈変化であるの

か、あるいは、老化などに伴う変化であるのかな

ど、更に症例を集積して検討する必要があると考

えられた。 
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